
第７回自治基本条例検討委員会資料

１　市民の代表として

ひとを大事にする

活力のあるリーダー

活力を引き出すリーダー

公正・誠実

情報を流す

毎年、市政運営方針と達成報告を市民・議会へ行う。（第4回追加意見）

「市政運営方針などの情報を」

「毎年、達成報告をしてほしい」（第６回修正意見）

「市政運営方針などを明らかにするとともにその総括を行う」（第６回修正意見）

（取り組み状況の報告、言い放しにしない、を含意する）

2　行政（執行機関）の長として

地域の課題・問題解決に取り組む

地域の課題・問題を共有する

事務をしっかりする/させる

身近な課題・目の前の問題解決に取り組む

何が大事なのか判断する

職員の能力を集めて仕事にいかす

職員（政策マン）の声をいかす

長は行政のことを知っている？

健全な財政を守る

財政大丈夫？みんなが心配している

資産の活用

新聞沙汰になるようなことは・・・（品格）

利益供与しない（当然）

課題を把握する機会（１１/１２運営委員会）

「公正・誠実に」

「情報を広くわかりやすく公開し」

　市長は、地域が抱える課題を様々な市民参加の機会を通して把握・共有してほしい。
そして、明確な理念と、長期的な展望をもちながら目の前の課題について重要性を判断してほし
い。
また、職員の能力を集め、いろいろな立場で頑張っている人を繋ぎ、課題解決に果敢な実行力を
もって取り組んでほしい。
　市の自然・歴史・文化、ひと、建物などの資産を十分に活用しながら、市の健全な財政運営をし
てほしい。

<ご意見・キーワード>

「地域が抱える課題・・・解決に･･･取り組んでほしい。」

　「目の前の課題について…解決に･･･取り組んでほしい。」

「重要性を判断してほしい。」

「職員の能力を集め」

「健全な財政運営をしてほしい」

「資産を十分に活用しながら」

　　「様々な市民参加の機会を通して」

「リーダーシップを発揮してまちの活力を引き出して」

市長に関することの提言（委員から出された意見を参考として）

市長に関する項目について、以下の事項を盛り込むよう提言します。

市長は、市民・議会に対して市政運営方針などを明らかにするとともにその総括を行うなど情報を広く
わかりやすく公開してほしい。
そして、市民ひとり一人を大事にしながら、公正・誠実にリーダーシップを発揮してまちの活力を引き
出してほしい。

<ご意見・キーワード>

「市民ひとり一人を大事にしながら」



市民参加⇒市民との対話、語り合う場（第６回補足意見）　　　　具体例は解説書に記載する

明確な理念（第4回検討委員会追加意見） 「明確な理念と」

果敢な実行力（第4回検討委員会追加意見）

「課題解決に果敢な実行力をもって取り組んでほしい。」

いろいろな立場ですでに頑張っている人を繋ぐ（第4回検討委員会追加意見）

「いろいろな立場で頑張っている人を繋ぎ」

３　議会との関係について

信頼関係

（いいライバル関係、情報提供、理解・尊重）

相互に緊張関係

市長、議会、市民が三位一体となる。（第4回検討委員会追加意見）

「市長、議会、市民が三位一体となりながら」

４　めざすまちについて

動きのあるまち

人を大事に（明るいまち⇒子どもがいる）

子ども、高齢者、障害者などの垣根をとる。

（第4回検討委員会追加意見）

５　その他

いろんな個性がある市長でよい（本川市長おもしろい）

氷見らしい条例をつくるときに、草津市が参考となるのでは。⇒１/21に重原氏（草津市）をお招きします。

市長、議会、市民、やるべきことをしっかりかくこと⇒今後、議会、市民についても検討していきます。
市民を縛るものではない⇒今後、市民について検討していきます。
わかりやすい条例がよい（文字を読める人が理解できる）⇒解説書なども含め、検討していきます。

「子どもからお年寄りまで、障害のあるなしなどに関
係なく垣根を取って

<ご意見・キーワード>

　　　「議会の役割を理解・尊重し市政の情報提供に
      努め･･･相互に緊張感ある信頼関係で」

　市長は、子どもからお年寄りまで、障害のあるなしなどに関係なく垣根を取って人を大事にし、
あかるく動きのあるまちをめざしてほしい。

<ご意見・キーワード>

「あかるく動きのあるまち」

「子どもからお年寄りまで、障害のあるなしなどに関
係なく･･･人を大事にし」

　市長は、議会の役割を理解・尊重し市政の情報提供に努めてほしい。
そして、市長、議会、市民が三位一体となりながら、相互に緊張感ある信頼関係で市政運営をし
てほしい。


